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市内の児童・生徒の学力や生活習慣市内の児童・生徒の学力や生活習慣

●実  施  日　4 月 17 日（木）【全国一斉】
●対象学年　▽小学校 6 年生（市内 9 校、331 人）▽中学校 3 年生（市内 4 校、266 人）
●調査内容　▽教科に関する調査（学力調査） ※理科は 3 年に 1 度実施。
　　　　　　　＝小学校（国語、算数、理科）、中学校（国語、数学、理科）　　　　　　　
　　　　　　▽質問紙調査（学習状況調査）＝児童・生徒の学習意欲、生活習慣　など

■調査の概要■調査の概要

文部科学省は、小学校 6 年生と中学校 3 年生を対象とした「全国学力・学
習状況調査」を平成 19 年度から実施しています。この調査では、学力を測る「教
科に関する調査」と子どもたちの意識や生活習慣などを把握するための「質
問紙調査」が行われています。
　この特集では、令和 7 年度の結果から分かる市内の児童・生徒の学力や生
活習慣などの現状や課題に対する市の取り組みを紹介します。

令和 7 年度全国学力・学習状況調査の結果から読み解く！令和 7 年度全国学力・学習状況調査の結果から読み解く！

■教科に関する調査の結果～全国・県との比較～■教科に関する調査の結果～全国・県との比較～
●小学生（平均正答率）

●中学生（平均正答率、令和 7 年度の理科は平均 IRT スコア）

◎国語も算数も全国平均正
答率を上回りました。

昨年度と比較すると、国
語と算数の平均正答率が全
国と県は下降しましたが、
本市はどちらも大きく上昇
し全国と県平均を上回りま
した。理科は全国平均とほ
ぼ同等でした。

ポイントポイント

◎国語も数学も全国平均正
答率との差が縮まりました。
　昨年度は国語と数学の平
均正答率が全国と県を下回
りましたが、本年度は全国
平均を下回ったものの、国
語は県平均と並びました。
理科は全国を下回りました
が、県と同等でした。

ポイントポイント

科目 年度 相馬市 全国
（公立）

福島県
（平均）

国語
令和 7 年度 68.0 66.8 65.0

令和 6 年度 64.0 67.7 66.0

算数
令和 7 年度 59.0 58.0 55.0

令和 6 年度 54.0 63.4 60.0

理科
令和 7 年度 57.0 57.1 56.0

令和 4 年度 63.0 63.3 62.0

（単位：パーセント）

科目 年度 相馬市 全国
（公立）

福島県
（平均）

国語
令和 7 年度 53.0 54.3 53.0

令和 6 年度 54.0 58.1 57.0

数学
令和 7 年度 43.0 48.3 45.0

令和 6 年度 42.0 52.5 48.0

理科
492 503 496

令和 4 年度 47.0 49.3 48.0

（単位：パーセント、　令和 7 年度理科のみ IRT スコア）

◎ IRT スコアとは、各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し 500 を基準にした得点で表したものです。

調査の結果などは
市ホームページで
も紹介しています
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■質問紙調査の結果～全国との比較～■質問紙調査の結果～全国との比較～

■市の取り組み■市の取り組み
　市は、これまで「ＲＳ（リーディングスキル）を向上させる授業の工夫」と「家庭学習の充実」に取り組ん
できました。今年度の結果を分析すると、国語の「話すこと、書くこと」が全国平均と同程度であり、小学生
は全教科で無回答率が全国平均より低いなど、「読解力向上」の成果が現れています。
　一方、算数・数学の表やグラフなどから情報を読み取る、活用するといった問題の正答率が依然として低い
状況です。今回の結果を踏まえ、子どもたちのつまずきを減らし、学力向上につながるよう努めていきます。

RS（リーディングスキル）を向上させる授業の工夫RS（リーディングスキル）を向上させる授業の工夫

　全ての児童生徒に配布した「家庭学習の手引き（改訂版）」の活用や自己マネジ
メント力の育成に取り組んでいきます。
　家庭学習を充実させるための３つのポイントを紹介します。
▽勉強する「場所」と「時間」を決める『習慣作り』。
▽目標を決め、「できた！」を実感させる『お子さんとのコミュニケーション』。
▽お子さんの頑張りを見守り、結果だけでなく、頑張った過程を褒める『安心
　できる学習環境』。

●問い合わせ先　学校教育課（☎ 37-2185）

教科書を活用し、子どもたちの読解力の向上を進めます。
▽文章の中の主語や述語、目的語を確かめる。
▽文章の中の書かれていない主語や目的語を考える。
▽図や地図、グラフ、表、数式などを根拠にして教科書の本文を読み取る。
▽教科書を理解するための大切な言葉や文を確かめる。
▽学習した大切な言葉を使って話したり書いたりする。

家庭学習の充実家庭学習の充実

　小・中学生とも「自分には良いところがあると思う」や「人が困っているときに進んで助ける」と答えた割合
が高く、昨年度の課題であった自己肯定感が高まっています。
　また、市内の小・中学校では、教員が子どもたち一人一人に向き合って丁寧に指導していることが分かります。
課題である家庭学習の時間については、小・中学校とも全国平均よりも少ない状況です。

項目 相馬市 全国 差

毎日、同じくらいの時刻に寝
ている

小学校 87.4 81.9 +5.5

中学校 75.9 81.0 △ 5.1

自分には良いところがあると
思う

小学校 87.7 86.9 +0.8

中学校 87.8 86.2 +1.6

人が困っているときに進んで
助ける

小学校 94.6 93.7 +0.9

中学校 92.9 90.9 +2.0

●生活に関すること

●学習に関すること
項目 相馬市 全国 差

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところを、わかるまで教えてくれる
小学校 91.0 87.4 ＋ 3.6
中学校 88.5 83.8 ＋ 4.7

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる
小学校 81.0 80.3 ＋ 0.7
中学校 69.6 77.7 △ 8.1

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、活かしたりすることが出来る
小学校 85.3 82.5 ＋ 2.8
中学校 75.2 74.8 ＋ 0.4

●家庭学習に関すること
項目 相馬市 全国 差

平日（月～金）の学校の授業
以外の 1 日当たりの勉強時間
（塾や家庭教師も含む）が 2
時間以上の児童生徒

小学校 20.8 24.9 △ 4.1

中学校 18.5 30.8 △ 12.3

休日 1 日あたりの勉強時間が
2 時間以上の児童・生徒

小学校 19.9 21.5 △ 1.6
中学校 26.6 32.5 △ 5.9

読書が好きだ
小学校 61.4 69.7 △ 8.3
中学校 55.9 61.6 △ 5.7

家庭学習の手引き
は市ホームページ
で公開しています


